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大空町 20 年記念 女性模擬議会　一般質問

商工振興対策について
問 　今後の人口減少、車社会による経済活動の町
外流出など、課題が山積している状況ですが、現在
実施している事業を継続していく考えはあるか伺い
ます。
町長 　プレミアム商品券やクーポン券の発行な
ど、町内の消費拡大につながる支援を行うほか、住
宅リフォームに対する助成や起業・創業の支援、事
業の維持・継続に係る補助制度を設け、また、運営
資金の利子補給を実施するなど、事業者の支援と生
活の安定、地域経済の循環を生み出す施策を展開し
ています。
　また、人口減少、少子高齢化などに伴い、様々な

分野で働き手・担い手
の確保が大きな課題と
なっています。事業承
継の支援サービスを行
う企業と、商工会など
を含めて連携協定を締
結し、事業継続して引
き継げるよう取り組ん
でいます。
問 　町内の経済活
動の活性化を目的にし

ている大空歌謡ショー。町外からも多くの来場者が
訪れる人気の事業であり、毎回、ほぼ満席となって
います。チケット交換条件が１人３万円以上の買物
となっており、試算すると１,３２０万円の経済効果が
あります。今後も地域経済を活性化させる事業につ
いて、支援をお願いします。
町長 　非常に経済効果が高いと認識しました。大
空町商工会と対応を協議していきたいと思います。

老朽化施設建て替えに伴う既存施設の対応について
問 　　地域振興会館は老朽化が進み、今年の猛暑
時には、館内の温度上昇により利用を控えざるを得
ない状況が発生しました。利用者の健康や安全を守
るためにも、エアコンの設置を必要と考えますが、
既存施設のエアコン設置の検討状況や、今後の対応
方針について伺います。
町長 　現時点では約７割の公共施設にエアコン
が設置されています。冷房設備が不足している公共
施設においては、熱中症対策はもとより、快適に御
利用頂くためにも、早期にエアコンを設置する必要
があると認識しています。
　今後の公共施設の在り方や、財政状況も含めて、
全ての公共施設、全ての部屋にということではなく、
必要性や優先順位も考慮しながら、エアコン設置を
進めていきたいと考えています。

秋 岡 房 子 議員
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「大空町20年記念 女性模擬議会」開催
　10月25日（土）、議会議事堂にて「大空町20年記念 女性模擬議会」を開催しました。
　模擬議会では、11名の女性模擬議員から「一般質問」、「大空町民が参画する持続可能な地域
社会の実現に関する決議」を行ないました。
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今後の学校教育に関すること
問 　大空町では人口流出が進み、児童・生徒数も
減少しています。特に東藻琴小学校は、本年度の１
年生が１桁となりました。今後、学級編制人数によ
っては、複式学級となりますか？その場合のメリッ
ト、デメリットについて伺います。
教育長 　小学校では、原則として二つの学年を合
わせて１６人以下、１年生を含む場合は８人以下とな
る場合に、複式学級を編成することとされており、
東藻琴地区では、令和２年度以降、出生数が１桁の
状態が続いており、今後、複式学級が生じる見込み
がある状況です。
　複式学級のメリットは、異なる学年の児童が同じ
教室で学ぶため、上級生が下級生の面倒を見たり、
教え合う機会が多くなります。上級生が規範モデル
になることで、助け合いの気持ちや学年を越えた交
流、リーダーシップの育成に繋がると考えます。
　デメリットは、一方の学年が先生から直接指導を
受けている間、もう一方の学年は自習課題などに取
り組む間接指導が行われ、間接指導の時間に課題を
理解できない児童や、自力解決が難しい児童がいた
場合に、適切な助言や指導ができない可能性が考え
られます。また、教員は二つの学年分の教材研究や

授業準備が必要になる
ため、負担が大きくな
ることが想定されます。
問 　現在、小・中学
校が２校ずつあります
が、児童・生徒数の減
少が続いた場合、学校
統合も考えられるか伺
います。
教育長 　今年度から
それぞれの地区ごとに
小中一貫教育をスタートしました。児童生徒の育ち
を９年間一貫した教育により進めることで、地域に
根差した教育に取り組む体制を整えスタートしまし
た。
　学校の統合については、スクールバスでの移動時
間や、道路事情を踏まえ、統合すると通学が困難な
地域もあります。そうした地域の子どもたちは、朝
早くから長時間バスでの通学を強いられることにな
り、生活や学びへの影響が大きく、慎重に検討する
必要があります。
　現時点では、学校統合の具体的な計画は持ってい
ません。

大 槻 晶 子 議員

商店街活性化の取り組みについて
問 　飲食店の閉店が相次ぎ、商店街の活気が失わ
れていると感じています。町は事業継承の推進に取
り組んでいますが、店舗数の増加には繋がらないた
め、新規開業しやすい環境整備も重要です。
　起業化支援事業補助金以外に、新規開業を推進す
る取り組みを行っているか伺います。
町長 　ここ数年、女満別地区の飲食店が閉店して
いることを実感しています。
　新たに事業を立ち上げる企業に対して、平成２６年
度に補助制度化し、令和６年度までの合計で３９件支
援し、このうち飲食業は２１件です。このほか、民間
事業者が飲食・サービス業などを行うため新規店舗

を開く場合に支援制度
もあります。
問 　飲食店を新規
開業するとき一般的に
は１,０００万円程度かか
ると言われています。
自分の店を持ちたいと
思ってもリスクが大き
いため、チャレンジし
やすい環境を作ること

が大切だと思います。
　空き家、空き店舗の活用など、商店街を活性化す
ることについて、町長の考えを伺います。
町長 　大空町では、移住・定住対策として、登録
制度を設け、売買や改修などに係る費用の支援をし、
物件を借受けて店舗を開く場合、所有者の意向確認
の必要があり、双方の利用者がマッチングするため
の支援も行っています。

ＤＸ推進の取り組みについて
問 　大空町におけるペーパーレスと脱ハンコの
取り組み状況について伺います。
町長 　令和８年度からスマートフォン等を活用
し、庁舎の窓口で手続件数が多い業務からオンライ
ン手続の推進、押印を求めている手続の見直しを、
ＤＸ推進の第一歩にして、住民利便性の向上及び業
務の効率化を継続して取り組みます。
問 　紙やデジタル、利用者の選択肢を広げていた
だきたいと考えますが、町長の意見を伺います。
町長 　全てのものをペーパーレス化していくの
は難しいですが、様々な場面、状況に応じて使い分
けをしていきたいと考えています。

河 西 かおり 議員

野良猫対策について
問 　町内では、飼い猫ではない猫にエサを与える
ことで、特定の場所に猫が集まり、道路に飛び出し
て事故につながる事例があります。
　無責任な餌やりを減らす啓発活動や里親募集、避
妊・去勢手術を行う地域猫活動などが有効と考えま
す。町として、猫と共存するためにどのように進め
ていくか伺います。
町長 　大空町では平成３０年から令和２年の３年
間、飼い犬・飼い猫の避妊・去勢手術に対して補助
金を交付していましたが、終了しています。
　現在は、野良猫がいる御近所に対し、チラシによ
る注意喚起にとどまっています。
問 　避妊・去勢手術を、町で行うよう検討してい
だきたい。
町長 　誰が猫を捕獲し、　避妊・去勢手術を行う
のかという課題があります。支援制度を設けること
も考えられますが、課題が解決されない中で行うの
は難しいと考えています。

学校を越えて町とつながる大空高校の探究活動について
問 　大空高校は、探求学習を通じて町の課題解決
に取り組んでいますが、活動の多くが東藻琴地域に
限られています。探求活動を町全体へ広げるために

はどうすれば良いとお
考えですか。
教育長 　徒歩、自転
車を中心とした行動範
囲となることから、東
藻琴地域に探究活動が
集中しています。積極
的に地域へ出向き、様
々な場面で地域の方々
と交流する機会を増や
すため、移動手段の確
保等について検討したいと考えています。
問 　住民と連帯して学習や活動を行うためには
どのような仕組みが必要とお考えですか。
教育長 　自治会をはじめ、町内の各団体等にお声
がけをして、協働して活動したい目的、趣旨をお伝
えし、賛同頂き、相互理解による取り組みが必要に
なると思います。
問 　芝桜公園の開園期間中に、公園内に大空高校
のＰＲブースをつくり、活動を紹介することができ
るか伺います。
教育長 　芝桜公園は、㈱東藻琴芝桜公園管理公社
が管理・運営しています。大空高校の皆さんが希望
すれば、教育委員会から管理公社に対して、ＰＲブ
ースの設置が可能か協議します。

上 林　　葵 議員

子どもたちの非認知能力を育む教育について
問 　非認知能力とは、協働性、やり抜く力、好奇
心や想像力など、知識や技能の習得だけでは測れな
い、子どもたちが将来、社会を生き抜くために欠か
せない重要な力です。
　第３次大空町教育推進計画に示されている協働性、
自己肯定感、豊かな人間の育成など、非認知能力に
関わる視点を、町として学校教育にどのように反映
し、取り組んでいるのか伺います。
教育長 　総合的な学習を活用した様々な体験学
習、道徳の時間、学校行事等への参加、学級委員会

活動、部活動やクラブ
活動、町内事業所への
職場体験や世代間交流
など、第３次大空町教
育推進計画に基づき、
各小・中・高等学校に
おいて、計画的に様々
なカリキュラムに取り
組んでいます。
問 　学校教育だけ
でなく、地域や家庭と

の連携を通じて非認知能力を育む仕組みをどのよう
に構築していくのか伺います。
教育長 　子どもたちが安心できる環境のもと、遊
びや生活体験など、人との触れ合いや関わりを通じ
て育まれるため、家庭や地域コミュニティとの関わ
りが重要と考えています。
問 　市民団体・サークルなど、地域の取り組みと
各小・中学校の総合的な学習の時間や教育委員会が
主催するイベントとの連携について伺います。
教育長 　各学校とも限られたカリキュラム授業時
数の中で、学習指導要領に沿って運営しております
ので、時数確保など、現状の対応は難しいですが、
放課後や休日に、団体・サークル等自ら主催して取
り組むことは、特段の制約等はないと考えます。
　教育委員会主催の事業として、積極性や社会性を
育むための体験学習の機会や次世代を担う人材育成
を目的としたリーダースクール、地域の特徴を学ぶ
機会や郷土愛の醸成を目的とした姉妹都市・稲城市、
友好町・氷川町との教育交流・体験事業を開始して
いるほか、小学生の放課後や長期休業中の居場所づ
くりを目的とした放課後子ども教室推進事業、子ど
もワールド２１を開設し、スポーツ活動、伝統・文化
活動、ものづくり活動を実施しています。

栗 原 典 子 議員
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障がい児への取り組みについて
問 　放課後等デイサービスを町内に開設するこ
とについて、進捗状況を伺います。
町長 　町では、大空町社会福祉協議会に実施して
いただけるよう協力を要請し、令和７年度から人材
を採用して開設準備をしていただいています。
　当初、大空高校女満別キャンパスの活用を検討し
ましたが、施設改修が高額となることから、施設の
新設を含め検討すべきと判断しました。
　しかし、利用希望児童数は４２人に上り、このニー
ズには早急に対応する必要があるため、令和７年度
中の実施を目指し、当面は女満別老人福祉センター
を改修して実施したいと考えています。
　利用定員については、発達支援事業及び放課後等
デイサービスの利用事業を午前と午後で割り振り各
１０名として設定し、児童の状況から必要な回数を利
用していただく想定です。
問 　希望する児童は４２人、定員１０名では、十分に
支援を受けられないのではないでしょうか。定員以
上となった場合の対応について伺います。
町長 　開設に当たり最低基準の１０名から始める
という考えです。児童の受入れ状況や職員の確保状
況を踏まえて、運営しながら拡大を検討すべきであ
ると考えています。

　想定として、週１～
２回、放課後等デイサ
ービスに通所し、それ
以外の日は児童クラブ
利用を組み込み、指導
方針を共有し、生活ス
キルの向上につなげる
ことができる児童もい
ると考えています。

身寄りのない高齢者の支援について
問 　成年後見人制度について、どのような取り組
みを行っているのか伺います。
町長 　社会福祉協議会に成年後見支援センター
を開設していただき、認知症、知的障害、精神障害
などにより、判断能力が十分でない方及びその親族
の方からの相談を受け、成年後見制度の利用支援を
行っています。
問 　市民後見人の育成も検討するべきではない
のでしょうか。
町長 　社会福祉協議会と連携しながら、市民後見
人の育成、研修の機会を設けていく必要があるので
はないかと考えています。

佐 藤 幸 江 議員

公共交通（バス路線）について
問 　東藻琴から女満別までのバス路線が存在せ
ず、住民の移動手段が限られている状況です。路線
新設や代替交通手段の検討状況について伺います。
町長 　大空町では、地域公共交通会議設置と協議
に向けた準備を進めています。
　地域公共交通会議は、町民、民間事業者、行政と
いった関係者が一丸となり、地域の公共交通の効果
的な取り組みを協議する場です。地域の足をどのよ
うにして守るのか、どのような交通手段があると便
利か、人口減少が進んでも運行を維持できる公共交
通について考えていきます。

問 　高齢者や学生
などの交通弱者の移動
支援について、町とし
ての取り組みを伺いま
す。
町長 　公共交通機
関を単独で利用するこ
とが難しい方のために、
ＮＰＯ法人等が有償で
行う移動サービスとし

て、福祉有償運送サービス。買い物等の外出機会を
支援するため、高齢者等移動支援事業として、福祉
タクシー券、外出支援タクシー券を交付しています。
　学生に対する支援については、東藻琴地区で暮ら
す生徒が、大空町外の高等学校に通学している生徒
のいる世帯のバス利用に対し、通学費等を助成して
います。
問 　北竜町では、予約が入った場合に運行する交
通サービスの取り組みが始まっています。このよう
な地域の実情に応じた交通手段について伺います。
町長 　北竜町では、出発地と目的地をつなぐ予約
制のデマンド交通と、定時、定路線の地域公共交通
の実証運行を開始したと報道されています。バス、
ハイヤー、スクールバス等、現状の問題点を洗い出
し、目標と課題を設定して実践するための、地域公
共交通活性化協議会を大空町より一足先に令和２年
４月設置しているようです。
　大空高等学校の総合的な探究の時間の取り組みで、
ライドシェアやもっと便利な公共交通といった、地
域公共交通をテーマにした探求を行っており、町民
の意見として参考とさせていただく機会が、今後あ
るのではないかと思っています。佐 藤 璃 奈 議員

ゴルフコースの存続について
問 　ゴルフコースがメガソーラー業者によって
再開発されようとしています。女満別ゴルフコース
の状況について伺います。
町長 　ゴルフコースのフェアウェイに太陽光発
電設備を設置し、許認可を取得した後、早ければ令
和１０年に太陽光パネルの運転を開始したい。今年度
限りでゴルフ場を閉鎖するという説明がありました。
町としては断固反対すると相手方にはっきりと意思
を伝えました。
問 　３月定例会で大空町再生可能エネルギー発
電施設の設置に関する条例制定が行われましたが、
昨今、自然環境、動植物保護の観点から、メガソー
ラー開発について規制をする動きが起きていると報
道されています。
　大空町としても、これを機に無謀とも思える開発
を抑制できる条例を考えていただきたいと思います
が、町長の考えを伺います。

町長 　再生可能エ
ネルギー発電施設の適
正な設置と管理を目的
とする、大空町再生可
能エネルギー発電施設
の設置に関する条例を
本年４月１日より施行
しています。地域の調
和を図り、町民の生活
環境や安全を守るため
に必要な事項を定めて
います。
　この条例により、大空町は再生可能エネルギーの
導入を進める一方で、地域の環境や町民の生活に配
慮した適切な開発を促進しています。
　また、国に対しては地域特性を踏まえた規制、誘
導制度を法制化し、再生可能エネルギー導入の持続
可能性と地域共生を確立していただくことを強く求
めていきたいと考えています。

澤 井 直 美 議員

路上へのゴミポイ捨て対策について
問 　道の駅めまんべつでは、観光客に有料で可燃
ごみ袋を買ってもらい回収していますが、年間利用
者数について伺います。
町長 　年間で２００件ほどの利用があります。
問 　コンビニ店舗に町として協力要請や処分料
の補助をするなどをして、ごみ箱の使用再開を促す
ことができないか伺います。
町長 　ごみ箱が撤去されている理由として、新型
コロナ感染拡大防止も理由の一つであると思います
が、利用者や観光客が置いていく大量のごみを分別
する作業が、お店側にとって負担が大きいことも理
由の一つではないかと思います。
問 　ポイ捨てが犯罪であること、そして大空町は
犯罪を見逃さないという意思表明をすることが、多
少の抑止力になり得るのではと思います。町内のポ
イ捨て多発スポットを中心に、対策を取るよう検討

願います。
町長 　不法投棄の
罰則は、５年以下の懲
役または１，０００万円
以下の罰金、あるいは
その両方が科せられま
す。
　しかし、ポイ捨ては、
所有者を特定すること
が非常に難しいのが現
状です。町としては不

法投棄を未然に防ぐため、のぼり等による啓発活動
や定期的にパトロールを実施していますが、解決に
は至っていません。どういったものが効果があるか、
研究を重ねていきたいと考えています。

町民の心身における健康維持のための対策について
問 　健康診断を進めるだけでは、町民の健康意識
向上へのきっかけとしては足りないと思います。町
として、他に対策をしているのか伺います。
町長 　第三次の大空町健康増進計画において、生
活習慣の改善、生活習慣病の予防、重症化予防など
を課題に掲げ、健康づくりの支援や健康知識の普及
啓発に取り組んでいます。ふれあいトークに保健師
や栄養士が出席し、健康づくりについて啓発活動、
健康についてのお悩みにお答えする、栄養・健康相
談窓口を設置、禁煙治療を推進する助成事業などを
実施しています。令和７年度からは血圧計購入費の
助成を実施し、生活習慣の改善につながる取り組み
を開始しています。
問 　誰でも取り組みやすいのが、趣味を持つこと
なのではないでしょうか。大空町趣味活・推し活応
援キャンペーンを実施し、大空町を「趣味活応援の
まち」として推し進めるよう検討願います。
教育長 　大空町内の団体サークルの幅を広げて同
好会的な趣味・趣向が合う方が集まる情報発信の機
会が必要です。
　町民の日常生活を豊かにできる取り組みについて、
検討したいと思います。神 野 里 美 議員
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防災に対する取り組みについて
問 　大空町メール配信サービスの登録状況につ
いて伺います。
町長 　令和７年10月時点での登録者数は1,408件
となっています。
問 　再周知について、取り組んでいることはあり
ますか。
町長 　大空町防災マップに「そらナビアプリ」や
メール配信サービスの登録用のＱＲコードを記載し、
登録の呼びかけを行っています。
問 　令和６年10月に、町民参加型の防災訓練が行
われていましたが、こちらは今後も継続して行われ
るのか伺います。
町長 　大空町では毎年、防災訓練を行っています。
昨年の防災訓練については、地震想定総合訓練とし
て自衛隊や消防団、赤十字奉仕団や自治会の協力を
得て10月に開催しました。訓練の後、自衛隊の協力
により、炊き出し訓練や気象台職員による講話、消
防による消火訓練などを行いました。
　令和７年度は、12月に職員を対象とした避難所開
設訓練を行う予定です。
　近年の大空町は、特段の大きな災害もなく、幸い
なことですが、職員や関係機関等の災害対応に関す
るノウハウが蓄積されないという側面もあり、今後

も防災訓練を行うこと
は重要であると考えて
いますので、来年度以
降も、関係機関や町民
の皆様の参加もいただ
きながら、引き続き防
災訓練を実施したいと
考えています。
問 　10月は雪が降
っていない状況での防
災訓練となり、避難し
やすい状況であると思います。冬に地震が発生する
可能性もあり、雪による災害などが発生することも
考えられます。冬の時期の防災訓練の開催も考えて
いただければと思います。
町長 　大空町で行ってきた訓練は、災害対策本部
の運営や避難所開設訓練など、どの災害に対しても
対応できる一般的な訓練が多く、具体的な災害の時
期や種類など特定した内容となっていることが多い
状況です。
　冬の訓練については、寒さ対策、大雪対応などが
想定されます。極寒の環境での避難、防寒対策のノ
ウハウを実践的に学ぶことは重要だと考えています。
今後、開催時期や訓練の内容も含め、検討します。

田 口　　忍 議員

認知症の取り組みについて
問 　本町における認知症対策の取り組み、関係機
関との連携について伺います。
町長 　認知症を予防する観点の取り組みとして、
脳刺激訓練教室を５か所、認知症カフェを３か所で
実施しており、参加を通じて認知機能の維持・改善
につなげ、認知症に関する相談先や医療機関などの
情報を得る機会となるよう、定期的に開催していま
す。
　このほか、認知症サポーター養成講座については、
自治会等の地域単位や職場単位で開催し、講師を担
うキャラバンメイトが中心となって、認知症の理解

者である認知症サポー
ターを増やし、認知症
になっても安心して暮
らしていける地域づく
りを推進しています。
　新たな取り組みとし
て、本年度、認知症サ
ポーターの方々で構成
するチームオレンジと
いう組織を立ち上げ、

自治会や商店、医療機関などと連携し、認知症の方
や御家族もチームの一員として互いに支え合うこと
ができる仕組みをつくったところです。
　町としては、活動が軌道に乗るように支援してい
く必要があると認識しています。
問 　キャラバンメイトの後継者を育てていくこ
とも重要です。キャラバンメイト同士の連携、研修
についての考えを伺います。
町長 　新たに発足したチームオレンジを契機と
して、キャラバンメイト同士の交流、育成をその中
で行っていけるように、町の福祉部局、チームオレ
ンジが連携しながら、取り組みを進めていきたいと
考えています。
問 　今後、認知症高齢者が地域で安心して暮らし
ていくために、家族や周りの住民の理解促進や、キ
ャラバンメイトの活動を推進し、認知症サポーター
の育成については必要不可欠であると思います。
町長 　みんなが分担しながら、養成講座ができる、
認知症の方を支え合うことができる体制を町として
も協力して作っていきたいと思います。

知 花 明 美 議員

大空町民が参画する持続可能な地域社会の実現に関する決議
　我が国は今、急速な人口減少と少子高齢化に直面し、働き手の不足や地域コミュニティ
の衰退が深刻な課題となっています。さらに、働き方の多様化やデジタル化の進展、気候
変動や災害対応など、社会の変化に迅速に対応することが求められています。
　10月21日には、日本で初めてとなる女性の首相が誕生しました。長い歴史の中で新たな
一歩が刻まれ、多様な視点が政治に生かされる時代への大きな流れを感じるとともに、今
後の歩みに大きな期待が寄せられます。
　こうした時代の中にあって、大空町においても、性別、年齢、障がいの有無、立場の違
いに関わらず、お互いの意見を尊重し、理解し合い、支え合いながらより良い地域を築い
ていくことが大切です。しかし現状では、地域活動や社会参加の機会が限られている方も
いらっしゃることから、誰もが等しく地域づくりに関われる環境を整えなければならない
と考えます。
　そのため、子育てや介護への支援、柔軟な働き方の推進、ＩＣＴを活用した学びや働く
機会の拡大、そして誰もが公正に評価される制度の確立などに取り組むことが求められて
います。
　よって、わたしたちは、すべての大空町民が参画する持続可能な地域社会の実現を目指し、
制度や環境の整備を進めるとともに、意識改革を地域全体で推進します。誰もが安心して
暮らし、いきいきと活躍できるまちづくりを実現するため、課題解決に取り組むことを『大
空町20年記念 女性模擬議会』において、決議します。
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期
待
を
さ
れ
て
い
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
私
ど
も
行
政

側
は
、
女
性
議
員
の
皆
さ
ん

に
も
、
ま
た
、
大
空
町
議
会

議
員
の
皆
様
に
も
、
一
般
質

問
で
の
御
要
望
に
対
し
て
は
、

そ
の
要
望
内
容
に
公
共
性
が

あ
り
、
町
民
の
福
祉
向
上
に

寄
与
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、

可
能
な
限
り
や
り
ま
す
、
前

向
き
に
検
討
し
ま
す
と
い
っ

た
御
答
弁
を
し
た
い
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
事
業
を

創
出
す
る
、
新
し
い
制
度
を

つ
く
り
、
様
々
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
た
め
に
は
、
お

金
を
か
け
ず
に
で
き
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
多
く

が
予
算
、
財
源
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
打
ち
出
の
小
槌
の

よ
う
に
振
れ
ば
、
お
金
が
湧

い
て
く
る
の
で
あ
れ
ば
良
い

の
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
、

そ
の
よ
う
な
甘
い
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
毎
年
度
の
予

算
を
編
成
す
る
際
に
、
「
入
る

を
量
り
て
出
ず
る
を
制
す
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
意
味
は
、
収
入
の
額
を

計
算
し
、
そ
れ
に
応
じ
て
支

出
を
計
画
す
る
と
い
う
も
の

で
あ
り
ま
す
。
何
も
難
し
い

こ
と
で
は
な
く
、
皆
さ
ん
の

家
計
の
や
り
く
り
や
、
高
校

生
な
ら
、
お
小
遣
い
の
使
い

道
と
同
じ
こ
と
で
す
。
気
に

入
っ
た
服
が
あ
っ
て
も
、
お

小
遣
い
の
範
囲
で
買
う
こ
と

が
で
き
な
け
れ
ば
、
翌
月
の

お
小
遣
い
と
合
算
し
て
購
入

し
た
り
、
家
計
で
は
、
自
家

用
車
が
古
く
な
り
、
車
検
を

機
に
新
車
を
購
入
し
た
く
て

も
、
子
ど
も
の
教
育
費
が
今

後
か
か
っ
て
く
る
か
ら
、
今

回
は
我
慢
し
よ
う
と
い
っ
た

こ
と
と
、
同
じ
よ
う
な
こ
と

を
行
政
も
予
算
と
い
う
中
で

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
一
方
で
、
お
金
が
、

予
算
が
な
い
か
ら
何
も
で
き

ま
せ
ん
と
い
う
の
で
は
な
く
、

今
ま
さ
に
、
何
を
優
先
し
て

事
業
を
行
う
必
要
が
あ
る
の

か
、
そ
う
し
た
優
先
順
位
と

い
う
も
の
を
十
二
分
に
検
討

を
重
ね
、
限
ら
れ
た
財
源
の

中
で
苦
心
し
な
が
ら
、
毎
年

度
予
算
を
編
成
し
て
い
ま
す
。

予
算
も
も
ち
ろ
ん
で
あ
り
ま

す
が
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く

り
を
実
現
さ
せ
て
い
く
た
め

に
は
、
や
は
り
、
町
民
皆
様

の
御
理
解
と
御
協
力
が
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
今
回
の

女
性
模
擬
議
会
を
契
機
と
し

て
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
願

っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
大
空
高
校
生

２
人
に
は
、
ぜ
ひ
、
将
来
の

進
路
選
択
肢
の
中
に
、
大
空

町
の
職
員
と
し
て
、
町
の
た
め
、

町
民
の
た
め
、
誇
り
を
持
っ

て
仕
事
を
す
る
、
頑
張
っ
て

み
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け

た
ら
、
こ
ん
な
に
嬉
し
い
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

皆
様
方
に
は
今
後
と
も
ま

ち
づ
く
り
に
参
画
頂
き
、
御

指
導
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
、
大
空
町
20
年
記

念
女
性
模
擬
議
会
に
対
す
る

お
礼
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

松
川
町
長
あ
い
さ
つ

　大空町議会では、「議会報告会」と町民の皆様とともにまちづくりについて語り合う「意見交流会」を開催
します。どなたでも参加できますので、多くの皆さまのご来場をお待ちしています。
<女満別地区>
■日時　１月24日（土）午前10時00分～
■場所　大空町役場１階１号会議室
■担当　松岡議員、岩原議員、川村議員、鈴木議員、大泉議員
<東藻琴地区>
■日時　１月24日（土）午後２時00分～
■場所　ふれあいセンターフロックス
■担当　上地議員、後藤議員、森賀議員、福田議員、齋藤副議長
　　※原本議長は両会場に出席します。
①議会活動報告　　常任委員会からの活動報告
②意見交流会

議会報告会・意見交流会を開催します。
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